20200607レムナント教会1部
信者の基準(Ⅱサムエル記1:17-27)
ものの判断の基準が変わると、その時からまことの答えの祝福が始まります。今日の聖書の内容は、このような内容です。あるアマレクの人がダビデのところにやってきて報告をします。サウル王とその家族ヨナタンを含めて皆が殺されて死んでしまいました。それを聞いたダビデは「なぜあなたはそれが分かるのか」と聞きました。その人はダビデが喜ぶだろうと思い、嘘をつきます。「サウル王がペリシテの兵隊にやられて死にかけていたところを、たまたま私がそこを通りかかるようになりました。そこでサウルが私に「ペリシテの人に殺されるよりあなたに殺されたほうがマシだ。私を殺してほしい」とお願いされたので、私が最後のとどめを刺しました。それでサウル王が身にまとっていた様々な装飾などをこのように持ってきました」。当然、ダビデは喜ぶだろうと思って、そのように嘘をついたわけです。サウル王がダビデをどれほど苦しめていたか、ダビデはサウル王を敵だと思っていたはずだろうと思っていたわけです。しかし、そのアマレクの人の期待とは裏腹に、ダビデはそれを聞いた途端に大いに悲しみ、自分の服を破って夜まで断食をすることにしたわけです。それでその報告をした人に「おまえはなぜ神様が油を注がれた主のしもべに手を加えたのか。これは許せない」と言い、その人がその場で死ぬことになります。そして、ダビデは自分の悲しみに終わらずに、その悲しみを歌にして、イスラエルの国民全員が歌い、それが受け継がれるようにしました。これがサウル王、またヨナタンが死んだことを聞いて、ダビデがとった行動です。ここでこの聖書にも記されているように、ヨナタンが死んだことに対してダビデが悲しむということは理解できます。ヨナタンは普通の友情をはるかに超えた霊的な交わりの友達だったのです。しかし、サウル王が死んだことでここまで悲しむのか。ここまで嘆いて歌を作るまで悲しむのか。それは少し理解に苦しむことではないでしょうか。少しおかしいとは思わないでしょうか。なぜダビデはサウル王が死んだことをここまで悲しんでいたのでしょうか。しかもその歌の内容を、今日長老さんに読んでいただきましたけれども、サウル王の悪口は一言もありません。むしろサウル王がその間、神様に用いられた文、サウル王の偉業をたたえる歌を作っていたわけです。皆さんは、これを見ながら「ああ、なるほど」と納得できますか。なぜダビデはサウル王の死に対してここまで悲しんでいたのでしょうか。格好をつけていたのでしょうか。それは普通に考えると、ダビデが喜ぶようなことでしょうけれども、普通の人とは違うものの判断の基準を持っていたからです。ダビデは小さいときから神様に恵まれていて、イエス・キリストを正しく知っていた、その契約に命をかけていた、そのような存在です。ダビデは普通の人にはない、また一般の世界で持っているような基準とは異なる霊的な基準をもって物事を判断する人だったからなのです。違う基準を持っているので、人に縛られることなく、人によって心の傷やトラウマになることなく、契約の道に向かって邪魔されることなく突き進むようになりました。神様は、今の時代を生きる私たちクリスチャンに神様の契約を与えられて、世の光という祝福を私たちに与えられて、その道を突き進んでもらうことを備えていらっしゃいます。そのためにその祝福の真の答えのスタートのために、基準を変えなさいとおっしゃっています。信者のものの判断の基準はどういうものであるべきなのでしょうか。
まず、ダビデの悲しみの歌の中にこういうことが書かれています。20節に「これをガテに告げるな。アシュケロンのちまたに告げ知らせるな。ペリシテ人の娘らを喜ばせないために。割礼のない者」

が喜ぶことがないために。霊的に申し上げますと、信者の基準、信者はサタンを喜ばせないこと、それを判断の基準にする者です。そのときにダビデのような普通の理解、常識では理解できない、それをはるかに超える祝福の道を歩むようになります。私たちは普通に何が正しいのか正しくないのか、悪かったのか良かったのか、是々非々などを基準にしてものを判断しています。それが当たり前だと思います。そして、それもある程度必要なものでしょう。時には損得を計算して、自分に得になるものを選び、それを基準にして判断するのが普通ではないでしょうか。それが世の中の基準というものです。特に、日本の場合は理屈というものを非常に大切にしている民族なのです。理屈に合うかどうかを基準にして、筋が通るか通らないかということを基準にして、それも一理のあるものだと思います。そして、いちばん厄介なものが何かというと、感情に触られること、特にその中でも自尊心やプライドなどが傷つくようなことなどがあれば、それは我慢できないし、許せないものではないでしょうか。感情にどのように刺さるのかなどを基準にします。人間は、感情なしでは生きていけません。しかし、感情というものは、必要なものでしょうけれども、基準にする頼りになるようなものではないのに、私たちはそういったものによって動かされる存在ではないでしょうか。当たり前にこういう基準の中を私たちは生きていますが、しかし、その中から神様に恵まれて救われた信者は、そういった基準ではなくて、それをぎゅっと抑えてサタンを喜ばせない、これはサタンが喜ぶことなのか、そうではないかなどを基準にしてものを判断していくものです。
　なぜなのかと言いますと、信者のまことの敵というものは、人間ではなくて、サウル王ではなくて、目に見えない悪魔、サタンというものだからです。パウロがエペソ6：12にこのように勧めています。「私たちの格闘は血肉に対するものではなく、主権、力、この暗やみの世界の支配者たち、また、天にいるもろもろの悪霊に対するものです」。今まで申し上げました普通の基準というものは、それが別に悪いというわけではありません。しかし、それは悪魔、サタンの存在を全く知らない世界での基準であり、霊的な世界が分かっていないところでのものの判断の基準ということを忘れてはいけません。信者の私たちは、神様の恵みによって霊の世界があること、人間にはたましいがあること、悪魔、サタンがこの世を誘い込んでいるということは分かっているものなのです。目に見えないけれども。ですから、一瞬騙されるところもあるでしょうけれども、吟味して、これがサタンが喜ぶことなのか、そうじゃないのかということをいつも基準にします。エペソ4：27にも、何事があっても、それがどうのこうのという基準に縛られずに「悪魔に機会を与えないようにしなさい」と勧めています。つまり、信者の戦いは、人との戦いのように、環境との戦いのように、この社会のシステムとの戦いのように思われるでしょうけれども、実はそうではなくて、霊的な戦いであり、なので霊的な基準をもって物事を判断をしていくものです。
　その結果、サウル王が実際にダビデをどれほど苦しめていたのか、皆さんご存知ではないでしょうか。にもかかわらず、そういったものがダビデの心には一つも残ることはありません。心の傷になったこともありません。サウル王を自分の敵だと思ったこともありません。むしろサウルをたたえてサウルの良い部分だけをほめたたえて、サウルが神様に用いられた部分をたたえて、サウルの悪いこと、サウル王が自分にやってきたことなどは一切語らずに、全部隠しておく方向に歩むようになったということです。サタンを喜ばせるのか、そうでないのか。そこを基準に、霊的な基準をもって人生を戦っていく者が信者という者です。ですから、テレビを見て、あるいは周辺の様々な出来事を見て、ああだ、こうだといろいろな評価やコメントなどがあるかもしれません。それを参考にするだけであって、信者はそれに一緒に流されてはいけません。私たちには彼らが知らない、それをはるかに上回る霊的な基準というものが許されているわけです。そこにこそ本当の勝利があり、神の国が臨まれ、目に見えないサタンの王国が砕かれる神の答え、神の勝利を見るようになるでしょう。このようなことをパウロはピリピの手紙でこのように勧めています。これこそがイエス・キリストの志なのだと。あなたの心のなかにイエス・キリストの志を持つようにしなさい。他人を自分よりすぐれた者とみなしなさいと勧めているわけです。ダビデはこのような基準を持っていたので、普通にはなかなか理解に苦しむような反応を見せるようになったわけです。このような判断の基準を持っている信者は、他の何かを基準にせずに、キリストの御名があがめられ、キリストの御名がほめられること、それをものの判断の基準にします。これが信者というものです。
　14節を見ますと、「ダビデは言った。「主に油そそがれた方に、手を下して殺すのを恐れなかったとは、どうしたことか」。また、16節を見ていても、「ダビデは彼に言った。「おまえの血は、おまえの頭にふりかかれ。おまえ自身の口で、『私は主に油そそがれた方を殺した』」。主に油注がれた方。同じようなことが他の聖書にも書かれていますが、つまり、ダビデはサウル王を見るときに、ただの人間ではなくて、何が優先なのかと言いますと、主に油注がれた者だということです。主に油注がれたというのは、キリストを意味します。ダビデの判断の基準は、人がどうのこうのの前に、キリストが優先なのです。キリストの御名がほめられるものなのか、あるいはキリストの御名が汚されるのか。そこをいつも基準にして物事を判断しているものでした。ヘブル11：7を見ますと「信仰によって、ノアは、まだ見ていない事がらについて神から警告を受けたとき、恐れかしこんで、その家族の救いのために箱舟を造り、その箱舟によって、世の罪を定め、信仰による義を相続する者となりました」。ノアは一般常識ではなかなか理解できないし、皆に白い目で見られて指さされるようなことがあったにもかかわらず、山のてっぺんに箱舟という船を作ることにしました。その箱舟はキリストを象徴する内容ではないでしょうか。常識を超えて人々に指さされることなどあってはいけないでしょうけれども、もしそれがキリストのためであれば、キリストを優先にして、キリストの御名があがめられること、それを基準にして動いていたという証拠です。そして、ヘブル11：8には「信仰によって、アブラハムは、相続財産として受け取るべき地に出て行けとの召しを受けたとき、これに従い、どこに行くのかを知らないで、出て行きました」。当時、自分の故郷、自分がいるところから離れて引っ越しをするということは、命をかけてではないといけない危ない行為です。それにもかかわらずカナンの地、キリストが来られるための約束の地、キリストの御名があがめられること、キリストの栄光を優先にして、どうなるのかということをさておいて動いていた証拠を見ることができます。そして、徹底的な内容がヘブル11：24-26のモーセの話を通して明らかにされます。「信仰によって、モーセは成人したとき、パロの娘の子と呼ばれることを拒み、はかない罪の楽しみを受けるよりは、むしろ神の民とともに苦しむことを選び取りました。彼は、キリストのゆえに受けるそしりを、エジプトの宝にまさる大きな富と思いました。彼は報いとして与えられるものから目を離さなかったのです」。エジプトの宝より、キリストの御名があがめられる、それが苦難を伴うということが分かっているのにも関わらず、それがキリストの栄光を現して、キリストの御名がほめられることであれば、その道を選びます。これがモーセの判断だったと評価される場面です。パウロは刑務所の中でこのように告白しています。ピリピ1：18-20。「すると、どういうことになりますか。つまり、見せかけであろうとも、真実であろうとも、あらゆるしかたで、キリストが宣べ伝えられているのであって、このことを私は喜んでいます。そうです、今からも喜ぶことでしょう。というわけは、あなたがたの祈りとイエス・キリストの御霊の助けによって、このことが私の救いとなることを私は知っているからです。それは私の切なる祈りと願いにかなっています。すなわち、どんな場合にも恥じることなく、いつものように今も大胆に語って、生きるにも死ぬにも私の身によって、キリストがあがめられることです」。好意によってキリストを伝える者、パウロをバカにするためにキリストを伝える者などが起こされました。どっちにしても私には構いません。私に良くしてくれるのか、良い思いを持っているのか、そうじゃないのかが基準ではなくて、キリストの御名が宣べ伝えられ、キリストの御名があがめられることであれば、それで私は喜んで、それで私は満足します。それが私の基準なのです。キリストの栄光が判断の基準です。同じピリピ1：24「しかし、この肉体にとどまることが、あなたがたのためには、もっと必要です」。死んで主の御前に行くことは最高の幸せでありますが、あなたがたのために、教会のために、そしてこの暗い世の中に光が照らされることによって、キリスト・イエスの御名があがめられることであれば、この世に生きる意味もあるのだよと。生きる理由が他の何かではありませんでした。一つだけなのです。キリストの御名があがめられ、キリストの栄光が現されることであれば、そのために私は十分苦難の中で生きる価値ある者なのだ。信者の判断の基準はイエス・キリストの御名があがめられ、そしてイエス・キリストの御名が宣べ伝えられ、おあかしされることに基準があります。ダビデはそのような基準があったので、サウル王が自分に何をどうしたのかということに一切縛られることなく、前に向かって後ろめたさなどに足をすくわれることなどもなく、突き進むことができたわけです。レムナントの皆さん、これからどういう大学に行って何をどういうふうに学べばよいのか悩む人もいるかもしれません。また、どうするか決まっている人もいるでしょう。何を基準にしてそういうことを決めたのでしょうか。なぜ悩んでいるのでしょうか。悩まないように。キリストの栄光を現すために、キリストの御名があがめられその御名をおあかしするのに値するもの、それに有利なものは自分にとってなんだろうという思いをもって祈ってみてください。結婚の相手を選ぶときも一緒です。何を基準にしてでしょうか。ハンサムな人、美人、学歴などでしょうか。二人が一つになってキリストの御名がよりあがめられるようになり、そして、この過程を通してキリストの御名が宣べ伝えられる、それに有利な人はだれなのだろうかと。そのために神様は必ず備えられていらっしゃるだろうという信仰を持って祈ってみてください。これが信者の判断です。ただの判断の基準ではなくてこの基準に従うこと、その結果、暗やみの力が砕かれて神の国が臨まれるようになるわけです。
　それから最後に、もう一つ申し上げますと、信者の判断の基準というものは、今日の聖書の25節、26節で、ヨナタンとの関係について不思議なことをダビデは語っています。女性との恋をはるかに上回る、つまり、キリスト・イエスにある血縁をはるかに上回る霊的な交わり、霊的に通じ合う疎通ということです。それを今の言葉で申し上げると、キリストのからだなる教会というわけです。つまり、信者のものの判断の基準というのは、教会に益となるかどうか、教会の徳にそれが益になるものなのかどうかを基準にして判断するものです。これが信者の基準です。教会に益となる、教会の徳を高めるということはどういうことなのでしょうか。エペソ4：1-3、「さて、主の囚人である私はあなたがたに勧めます。召されたあなたがたは、その召しにふさわしく歩みなさい。謙遜と柔和の限りを尽くし、寛容を示し、愛をもって互いに忍び合い、平和のきずなで結ばれて御霊の一致を熱心に保ちなさい」。教会は様々な人間が集まり、バラバラから集まっているように見えます。しかし、キリストの血潮によって聖霊の一致、ワンネス、一つになっていること、これが保たれるように、これにダメージを受けることがないように、それにどちらが有利なのかということです。正しいか、正しくないか、それは世の中でもそういう基準を持っています。きちんと分別をしないといけないでしょうが、正しいからといって何でもしゃべればいいわけではありません。それがもし正しいことで事実、ファクトであったとしても、それをしゃべることによって、悪魔が喜ぶようなことであれば、教会にダメージを与えるようなことであれば私たちはしません。それが基準です。エペソ2：19、「こういうわけで、あなたがたは、もはや他国人でも寄留者でもなく、今は聖徒たちと同じ国民であり、神の家族なのです」。このようなことがより豊かになり、このようなことが具体的に現れるようになることを基準にして発言も慎んで、奉仕をしたり、祈っていくということでしょう。エペソ1：23、「教会はキリストのからだであり、いっさいのものをいっさいのものによって満たす方の満ちておられるところです」。教会は万軍の主であるキリストが世界中を、日本の47都道府県、皆さんがいらっしゃる現場、地域に、そのキリストのいのちの愛を流して、そこに満たそうとしていらっしゃいます。それを福音宣教と言います。教会が他の何かのテーマに振り回されず、この福音宣教にしっかりと全うできるように、それにはどちらが有利なのか、どちらがそれに益になるのかということをいつも判断の基準にして動くということが信者の基準です。

なぜこのように教会の徳を高めることが大切なのか。エペソ4：11-16、長い聖書の箇所ですが、まとめて申し上げますと、教会の信徒のひとりひとりがこの世の流れに流されることなく、しっかりとキリストの信仰を守り、キリストの背丈にまで正しく成長していくということのためにふさわしいものなのか、あるいはそれに逆行するものなのかということをいつも判断の基準にして、教会の徳を高めることに益になるかどうかを基準にして、私たちはものを判断していくものです。ダビデにはこのようなこの世とは異なる、またこの世では見ることができない、肉しか知らない人の基準をはるかに超えた霊的な基準を持って物事を判断していたので、サウル王に捕らわれることなく、キリストの志をもって主の御名をほめたたえつつ、ダビデにこれから許されて備えられている契約をまっとうする人生、サウル王が歩いてきた人生とは違う契約の人生を突き進むスタートを切ることができたということです。
最後に、パウロの祈りをぜひ覚えていてください。ピリピ1：10-11、パウロが教会のためにこのように祈っています。「あなたがたが、真にすぐれたものを見分けることができるようになりますように。またあなたがたが、キリストの日には純真で非難されるところがなく、イエス・キリストによって与えられる義の実に満たされている者となり、神の御栄えと誉れが現わされますように」。パウロのこの祈りが牧師の祈りであり、また私たちの祈りでないといけないと思います。真にすぐれたものを見分けることができるように。違う基準をもって物事を見て、正しく識別して見分けることができるように。つまり、悪魔の惑わしなどに騙されて振り回されることなく、むしろその悪魔の頭を踏み砕いて勝利できるそのような判断ができるようにしっかりとした信者の基準を皆さん、私たちの中に持つようにと勧められます。

改めて申し上げます。霊的な基準、キリストの栄光を優先にして、教会の栄光を優先にして判断していくということです。神様は信者の私たちに福音という最高のプレゼントを与えられました。ですから、私たちが福音を頂いたということは、奇跡中の奇跡であり、それこそ幸せであり、また幸運と言えるものでしょう。しかし、そのすばらしい完璧な福音が実際に教会に役立ち、他の人に役立つものになるためには、時間が少しかかります。もちろん人によってその時間の長さなどはいろいろ違うでしょうけれども、福音によって頭で理解できて、時には衝撃を受けることもあります。それにもかかわらず、その福音が他の人にプレッシャーをかけるものになり、他の人を無視する材料となり、時にはさばきの武器となるということを経験するようになります。皆がそうではないでしょうけれども。なぜこう言えるかと言いますと、私がそのような人間なので。そこで葛藤を覚えて悩むようになります。なぜなのだろうか。それから目が開かれて、やっと気づき始めるようになります。福音をいただく以前に私の中に刻印されているものがたくさんあったのだなと。自分中心であり、肉が、目に見えるものが中心であり、この世の栄えを中心にしてすべてのものを判断していた基準が自分の中に刻み込まれていたのだなと気づくようになります。特にその中でも何かのことによる心の傷というものはものすごくやっかいなものなのです。それに気づくようになったときに、素直にそれを認めるとき、（それこそが恵みでありますが）本気で神のみことばの前に出るのではなくて、そのみことばの前に、講壇のメッセージの前にひざまずくようになります。それを認めたときに。ある人は素直に認めようとしないでしょう。「私、福音を分かっていますよ。だから、私のほうが正解ですよ」と突っ張ろうとしますが、そういう人は少し時間がかかるでしょう。でも、神様は引っ張って導かれます。そして、みことばの前で自分のいやしを求めるようになります。福音以前にあった様々なものが取り払われるように。そうしていくうちに内側から基準が変わるようになります。神様はこのようなプロセスを導いていらっしゃいます。なぜかと言いますと、イエス・キリストの血潮によって救われたひとりひとりは、今いろいろな弱さがあるのにもかかわらず、この教会を生かし、この世を生かすための唯一の存在、契約の民ですから、神様はその人を内側からみことばを通して整えられて、いやしの祝福を与えられて、基準を変えるようになります。福音を持っていても自分中心の基準から見ると、その福音が人に傷を与える武器になります。ダビデのようにサウル王とサウル王がやっていた悪さなどが一切心に残らない基準に切り替えないといけないのではないでしょうか。もし人との葛藤などが今ある信者の方がいらっしゃれば、相手のせいにせずに、相手が正しいかどうかは関係ありません。自分の基準を変えるべき、自分のいやしにフォーカスを合わせて、みことばの前に謙虚にへりくだっていただきたいと願います。そのために普段から、日曜日の礼拝のメッセージ、礼拝そのものが非常に大切なのでしょうけれども、そのメッセージを抱いて個人のサミットの時間を持つようにしてください。キリスト・イエスによって私は幸せで、私は十分だということを確認し、それを味わい、そのことで喜んで、そこに溺れていくための祈りの時を個人ひとりひとり、ぜひ持っていてください。それを通して、皆さんも知らないうちに、頭で福音が分かっているのでもう正解だと思っていたのに、そうではなくて、それは幸いなのです。にもかかわらず、違う基準によってその福音が福音として力を発揮できていないということを悩んでください。神様が内側から基準を切り替えるいやしのプロセスを進めていらっしゃるということを体験するようになるでしょう。　

（祈り）
恵み深い天の父なる神様。サウル王のしの報告を聞いていたダビデが悲しみ、また悲しみの歌を作って、そのサウル王に対して語っていた内容を今日教えられました。どうかダビデが持っていた霊的な基準が私たちにも自分のものになるように恵みを与えてください。みことばをもって素直になり、自分のいやしにフォーカスを合わせ、完璧な福音が福音として力を発揮できるようにひとりひとりを導いてください。私たちにこの福音を与えられ、今もいやしを与えられ、イエスの証人として備えて導いていらっしゃる主の御名をほめたたえます。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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